
クラウドファンディングを通じての防災・減災活動
～減災連携研究センターの3年間の取組み～

減災連携研究センター

寄附研究部門 特任教授 利藤 房男

1



クラウドファンディング 3年間の概要
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実施年度 2018年度 2019年度 2020年度

テーマ

戦災で埋もれた「昭
和東南海地震」の
記録と記憶を後世
に残したい

迫りくる！スーパー伊勢
湾台風に備えるために

災害を伝える場所を巡
るオンラインツアー「災
(さい)とSeeing」

寄附額
\4,735,000円

（目標\3,000,000円）
\2,559,000円

（目標\2,000,000）
\1,503,000円

（目標\1,000,000）
寄附者 延べ276人 延べ176人（対前年-100人） 延べ77人（対前年-99人）

担当者
（敬称略）

【営業部】西川、田代、
北川、手塚、利藤
【技術部】武村、山中、
都築、宮尾、山本、浦
谷

田代、野田、荒木、長江、末
松、橋富

【営業部】菅沼、千葉、利藤
【技術部】護、宮尾、山本、
児玉



戦災で埋もれた「昭和東南海地震」
の記録と記憶を後世に残したい（第1回：2018年度）
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【プロジェクト本文】
1944（昭和19）年に発生した「昭和東南海地震」を

知っていますか？
戦時中に発生したこの地震では、1,000名を超える

死者・行方不明者がでており、"昭和版"南海トラフ
巨大地震と言われています。
しかし、戦争の最中に発生したため、当時を物語る

資料が十分に整理されていません。地震発生から70
年以上が過ぎ、当時を記憶している方もご高齢にな
っています。
今後発生する南海トラフ巨大地震に備え、その教訓

を活かすために、当時の記録や記憶をまとめ、伝え
ていくためのプロジェクトを立ち上げます。
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昭和19年東南海地震と題した報告書作成を行った（400部）。完成
した報告書は寄附者に寄贈するとともに、愛知県内の全図書館（117
図書館）に納めることで、震災の本当の姿を広く多くの方々に知っ
ていただく活動の一環とした。

目次と執筆者（敬称略）
第1章 昭和東南海地震の地震像（山中佳子）
第2章 被害統計と震度分布（武村雅之）
第3章 東南海地震と地震学（武村雅之）
第4章 紅の血は燃ゆる（都築充雄、浦谷裕明）
第5章 慰霊碑・記念碑・遺構（武村雅之）
第6章 愛知県の郷土資料が語る被害の様相（宮尾浩一）
資料編(1)見てみよう！歴史地震記録と旬の愛知

（山本真一郎）
資料編(2)減災ライブラリー閲覧可能資料（浦谷裕明）

残部僅か！



スペシャルギャラリ－トーク
2019年5月25日（土）開催：参加者56人

第26回特別企画展 延べ2,111名参加
2019年5月25日～7月13日開催
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日 程 スペシャルギャラリートーク・テーマ 講 師
9月26日 伊勢湾台風から60年：気象と被害の特徴 田代喬

10月16日・11月21日 大規模浸水と避難者支援 荒木裕子
10月17日・11月22日 減災館ツアー（伊勢湾台風に思いを馳せて） 倉田和己

11月13日 伊勢湾台風前後に岐阜県養老町・牧田川で繰
り返された洪水氾濫 田代喬

12月5日 未来の伊勢湾台風と航空機観測 坪木和久(協力教員)
12月21日 スーパー伊勢湾台風の襲来に備える 田代喬

第100回記念！の
げんさいカフェ
も初の鼎談方式
により、伊勢湾
台風をテーマと
して実施！！ 日本地図センター制作・協力による

伊勢湾台風襲来2週間後の巨大地図8回ものスペシャルギャラリートーク（↓）

昨年度の「昭和東南海地震」に続くクラウドファンディング事業「迫りくる！スーパー
伊勢湾台風に備えるために」を通じて、延べ３回にわたる特別シンポジウムと２種の巡検
ツアーを企画する一方、減災館特別企画展「伊勢湾台風から６０年～あのときの被害・避
難・復興の実態に迫る～」（9月25日～1月17日）には研究成果を還元することにより、伊
勢湾台風の脅威を地域の多くの方々とともに再検証しました。

伊勢湾台風から60年（第2回、2019年度）



特別シンポジウム：延べ約300名が参加 巡検ツアー：クラウドファンディング寄附者延べ30名が参加

2019/11/23・河川氾濫コース

2019/11/2・伊勢湾高潮コース
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背景地図：岐阜県伝統的防災施設マップ（上）
／中部災害アーカイブ（下） 7



2020年度クラウドファンディングの当初計画
南海トラフ巨大地震を観る ～災（さい）と Seeing～
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北川先生の命名現地見学会を企画
【一例】三河地震を実感し、都市近郊直下型地震の脅威を体験するコース

（岡崎市発着：半日コース）
三河地震は、1945年（昭和20年）1月13日に、愛知県三河地方の浅い所で発生し
た逆断層型の内陸地震です。この地震は規模の割に被害が大きく、全体で死者
2,306人、住家全壊7,221戸の被害を生じています。この見学会は、三河地震の被
災地を中心に本地震を実感することが出来るルートを設定します。

三河地震で地表に表れた深溝断層 三河地震追憶之碑

その他4ルート
・濃尾地震を実感し、直下型地

震の脅威を体験するコース
・昭和19年東南海地震を実感し、

海溝型巨大地震の脅威を体験
するコース

・中部地域の豪雨災害と治水の
歴史を体験するコース

・軟弱地盤による液状化の脅威
を体験するコース

コロナ禍

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1576220688/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cucHJlZi5haWNoaS5qcC9ib3VzYWkvZGVuc2hvL3dfbWlrYXdhLzA1LzA1LTAxLmh0bWw-/RS=%5eADBJcwyBq2tRYvLXPvEOQpSAnLb15Q-;_ylt=A2RCAw.Q5vFdqBwAaQ6U3uV7


災害を伝える場所を巡るオンラインツアー
「災（さい）とSeeing」（第3回：2020年度）
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【プロジェクト本文】
今回は、各地に残されている自然災害にまつわる石

碑や史跡を自宅に居ながらに巡り、過去の災害を実
感し、「我が事感」を持って次の災害への備えを考
えることができる、オンラインのプログラム（映像
コンテンツ）を制作します。
「Withコロナ」の新しい生活様式を実践して暮らす

中でも、災害は起こります。皆さまが感染防止を図
りながらも、自然災害への備えを常に進めるための
契機となるよう、いつでもどこでも気軽に学べるツ
ールを、このコロナ禍の中、一刻も早く制作し、皆
さまの元へお届けしたいと思っています。どうかあ
たたかいご寄附のほど、よろしくお願い申し上げま
す。



作成中のコンテンツ【30分程度の音声付き動画】

1．南海トラフの地震にまつわる東三河コース

2．濃尾地震にまつわる尾張コース

3．伊勢湾台風にまつわる名古屋・海部コース

4．三河地震にまつわる西三河コース（番組名：三河凸凹地形さんぽ）

→西三河地区のケーブルテレビ(株)キャッチネットワーク制作 https://www.katch.co.jp/
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東三河コース
-実際はコースが少し
変更されています-



今後の展開
1. 災（さい）とSeeingの成果を基に、2021年度減災館特別企画展を開催

2. 2021年度 広域災（さい）とSeeingへの展開

・災害（地震や洪水）の史跡等を映像で記録し、それを有識者の方に解説してい
ただき防災啓発のためのコンテンツを作成し発信する。史跡等は、愛知県及びそ
の周辺にも拡大する。

・毎月、1史跡を対象とし、10分以内の映像コンテンツを制作する。

・メンバーは、名古屋大学、中部地域づくり協会、CBCテレビ、中日新聞。

・制作した映像コンテンツは、各社自由に使用する。CBCテレビでは史跡等とグ
ルメを組み合わせた番組を制作・放映。中日新聞は「備える」で新聞記事として
掲載。名古屋大学、中部地域づくり協会はホームページで公開・情報発信。

・年間スケジュールは中部地域づくり協会と名古屋大学で作成。学識者は名古屋
大学で人選・依頼。

・2021年3月末までに4社で覚書を締結し、2021年4月よりスタートする。
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成果を提供



寄附者の皆様、誠にありがとうございました！
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